
 

数学科（数学Ⅱ）学習指導案 

日  時 平成 29 年 6 月 16 日（金）第 2 限 指導者 上田 幸奈 

学 級 普通科 2 年 2 組 教 室 202教室 

単 元 第３章 図形と方程式 教科書 新編 数学Ⅱ(数研出版) 

指 

導 

目 

標 

１ 座標や式を用いて直線や円などの基本的

な平面図形の性質や関係を数学的に考察し

処理するとともに、その有用性を認識し、

いろいろな図形の考察に活用できるように

する。 

２ 図形を、条件を満たす点の集合とみる考

え方を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

指 

導 

計 

画 

第３節 軌跡と領域 

７ 軌跡と方程式 ………………… ２時間 

８ 不等式の表す領域 …………… ４時間 

           （本時はその４） 

  補充問題 ……………………… １時間 

 

 

 

 

 

 

本 
 

時 
 

の 
 

指 
 

導 
 

過 
 

程 

主 

題 

 

領域と最大・最小 

 

 

課 

題 

 

連立不等式の問題を解く。 

目 

標 

１ x，yの方程式が座標平面上の直線や曲線を表すのに対して、x，yの不等式は座標平面上の

ある範囲を表すことを理解させる。 

２ 不等式の表す領域に関連して、線形計画法の手法を理解させる。 

 

 

 

学 習 活 動 時間 指導上の留意事項 評価規準・方法、資料等 

導 

入 

１ 前時までの学習を確認す

る。 

 

２ 本時の内容を確認する。 
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・直線の領域を図示できる

ことを確認させる。 

 

 

展 
 
 
 
 
 
 

開 

１ 教科書P.99応用例題５を解

く。 

 

 

 

 

(1) 不等式を満たす領域を図

示する。 

 

(2) 最大値・最小値を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 練習40を解く。 

 

３ 線形計画法を用いた応用問

題を解く。 
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15 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・複数の不等式の領域の

共通部分を図示して見

つけさせる。 

・x＋y＝k とおき、直線 y＝

－x＋kを利用し、その直線

がkの値によって変化す

ることを気付かせる。 

・最大値・最小値を見つ

け、さらにそのときの

x，yの値が見つけられる

か確認させる。 

・４～６人の班に分かれ

て、班で協力して問題を

解かせ、応用例題が理解

できているか確認させ

る。 

 

 

 

 

 

【評価規準】 

○線形計画法では（x、yの

１次式）＝kとおいて、

この式が直線を表すこと

を利用できる。 

（表現・処理） 

○領域を利用する１次式の

最大値・最小値の求め方

を理解している。 

（知識・理解） 

【評価方法】 

○生徒の板書の確認 

 

 

【評価規準】 

○線形計画法が理解できて

いる。 

（表現・処理） 

【評価方法】 

○机間指導 

整 

理 

１ 本時のまとめをする。 
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・線形計画法の有用性を理

解させる。 

 

 

 

備 考     Ⅲ類型  生徒数 35 名 (男子 20 名, 女子 15 名) 
 

x，yが4つの不等式 

x≧0，y≧0，2x＋y≦8，2x＋3y≦12 

を同時に満たすとき、x＋yの最大

値、最小値を求めよ。 


